




Developing a Procedure for Cooperation of Kindergarten Staffs to
Formulate Individual Instruction Plans－Observation on Children’s Learning using “Video Talks” and “Photo Screen Transition Diagram”－大 井 佳 子要旨インクルーシブ保育として幼児教育を担う各園に個別指導計画の作成が求められる中、小学校以降の学校教育とは異なる幼児教育の見方で子どもの学びの過程を理解し、幼児教育の方法と園生活にある資源を活用して幼児期の特別支援教育が構築されるべきだと考える。具体化となる個別指導計画作成手順の開発を試み、ビデオ・トーク及び写真ウェブ図を用いる方法を提案する。映像を用いて保育者の協働によって作成する二つの手順をまとめた。キーワード：インクルーシブ保育（inclusive child care and education）／保育者の協働（cooperation of kindergarten staffs）／個別指導計画（individual instruction plans）／ビデオ・トーク（video talks）／写真ウェブ図（photo screen transition diagram）
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解の促進、学びの幼小接続に貢献することとなるだろう。本稿で試行した二つの手順は、開発途上ではあるが、小学校以降とは異なる幼児期の学びを土台とする特別支援教育の構築に資するものと考える。謝辞本稿執筆にあたり、映像及び写真の使用を許可いただきましたD児の保護者、在園時の幼稚園、K児の保護者、在園時の幼稚園のご協力に感謝申し上げます。また、K児のウェブ図作成に協力いただきました特別支援教育コーディネーター橋爪ゆかり先生に心より御礼申し上げます。〈引用文献〉（１）創立１００周年誌『その名もかんばしき木の花幼稚園にて』２００５ 木の花幼稚園（２）『幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領の成立と変遷』民秋言（編集代表）２０１７ 萌文書林（３）「幼稚園教育要領 昭和３１年度 文部省」「幼稚園教育要領 昭和３９年３月２３日文部省告示第６９号」「幼稚園教育要領 平成元年３月 文部省」「幼稚園教育要領 平成１０年１２月 文部省」「幼稚園教育要領 平成２０年３月 文部科学省」学習指導要領デ ターベースインデックス－国立教育政策研究所




https : //www.mhlw.go.jp › web › t_doc（７）「幼保連携型認定こども園教育・保育要領 平成２９年３月３１日 内閣府／文部科学省／厚生労働省／告
示第一号）




INREAL応用編」大井佳子・上田由紀子 『子どもと話す 心が出会うINREALの会話支援』大井学・大井佳子編 ２００４ ナカニシヤ出版（１１）「幼稚園における合理的配慮と個別的な教育的支援」大井佳子 ２０１９ 北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要（１１）p１５３～１６１（１２）「指導計画づくりに活かすための保育記録のあり方（１）－先行文献の整理を中心に－」瀧川光治 ２０１１教育総合研究叢書４ p．５３～７０（１３）『保育所保育指針解説書』厚生労働省 ２００８ フレーベル館（１４）『保育所保育指針解説 平成３０年３月』厚生労働省２０１８ フレーベル館〈註〉１ 鈴木茉緒（２０１９）「自閉性スペクトラム障害児のコミュニケーション―幼児期と中学生期の共同注意―」北陸学院大学人間総合学部幼児児童教育学科２０１８年度卒業論文（未公刊）。「表１．D児と保育者のやりとり」は鈴木作成の表に筆者が加筆して研修資料として用いたものの部分。２ K児の在籍した幼稚園では特別な支援を必要とする園児の就学に際して「育ちのノート」という園独自の様式で引継ぎのための資料を作成し、必要に応じて説明資料として写真を用いている。K児の「育ちのノート」については文献（１１）に記載。３ 多田楠菜（２０１８）「自閉症スペクトラム障害をもつA児の周りの環境への関わり方－物を介した他者との関わりと他者を介した者との関わり－」北陸学院大学人間総合学部幼児児童教育学科２０１７年度卒業論文（未公刊）。
